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ࣾは、岩手大ֶとの共同研究によりマイクロアクチュエー
ター（小型ギヤ付きモーター）を開発し、この技術を֩に
した事業をల開している。ࣾのマイクロアクチュエーターは、
とͳるモーターと、モーターの出力ճసを減速する減ݯ動ۦ
速機で構成されており、この減速機には̎ͭ の大きͳ特͕͋
る。一ͭは、精密金型技術を用いた小型で高精度、ण໋
ͳプラスチックࣃ車͕減速機に内ଂされていること。͏一ͭ
は、「不ٞࢥ༡ࣃ車」といΘれる方式を採用していることで
͋る。ैདྷの「ଟஈ式༡ࣃ車方式」とൺ、減速ൺは同͡
で͋りͳ͕Β、部品を �ʗ3 に減Βしたので͋る。小型、
軽量、高精度、低価格、ڥにやさしいͳͲの特৭を備えた
ࣾのマイクロアクチュエーターは、一؟レフカメラレンズの
オートフォーカス機構をは͡め、ྲྀ体制御のバルブ、電動注ࣹ
器ͳͲଟذにΘたるに用いΒれている。

ճのペン型電動ピペット開発の発は、医療用ピペット（ଟࠓ
࿈ಠ立注機）を手͕けたこと͕きͬ ͔けで生·れた。ピペッ
トとは、医療・バイオͳͲ෯いにおいて、実ݧや研究の
にༀӷを精密に注するのに用いΒれる器具で͋る。ैདྷのࡍ
ピペットは電動、手動とに製品サイズ͕大き͘ ॏいため、作
業者のෛ୲͕大き͘ 、ᡲৌԌでΉਓଟ͔ͬた。·た、ペン
先の対ଆに͋るボタンをԡしてӷ体をణԼする「グリップ式」
のため、ピペットをѲるҐ置͕注͗口͔Βԕ 、͘ねΒͬた所に
ణԼしに͘ いことͳͲ՝で͋ͬた。ࣾの減速機の技術と

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

ペン型電動ピペットを実現させるためには、ۦ動部の小型・
軽量化͕大લ提とͳる。લड़した通り、世の中に͋るアクチュ
エーターはサイズ͕大き͘ 、ピペットに組み込Ήとॏ量バラン
ス͕ѱ ͳ͘るため、手͕ർれ、作業性に͕出ていた。そ
こで、ࣾではಠ自の技術で͋る径̔NN のマイクロアクチュ
エーターを載し、՝ղܾをਤͬた。

·た、ैདྷのピペットは手ののӨڹで注量に͕ࠩޡ発
生し、精度にӨڹを及΅していた͕、ຊ製品は「ハンドウォー
ミング対ࡦ」としてピペット内部にԹ度センサーを取り付け、
。したԹ度に応͡て注量のコントロール͕Մ能とͳͬたײ

動作用のスイッチは、ペン式とグリップ式の̎छྨを採用し
ている。これは、グリップ式をΉࠜ強いため、̎ͭの機
能を྆立させたの。加えて、高精度をҡ持するためにはシリ
ンダ内のピストン運動により発生する空気ѹの調整͕ॏཁで͋
り、そのݤとͳるピストンシールのૉ材や形状にͭいて検౼
をॏねた。

こ͏した開発作業の末に製作された試作機は �� 。大ֶ
の研究機関やༀ研究機関ͳͲにモニターධ価をґཔし、そ

Ռ
「メディカルクリエーションふくしま
2014」で大賞に輝くなど商品の
評価は高い。今回確立された技術
は様々な分野に派生し、医療用や
工業用の新製品も生まれている。

Ңܦ
独自のマイクロアクチュエーター
技術を応用し、高精度で信頼性
が高く、優れた操作性で分注可
能な世界最小・最軽量の電動ピ
ペットを商品化する。

༰ࢪ࣮
直径８mmのマイクロアクチュエーターを用
い、メカ機構部の小型化を図る。ペン型を実
現するための設計開発、品質を高めるための
検討・調整を重ね、試作品を製作。モニター
評価を経て、平成 25年 11月に発売開始。
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業

ੈք࠷小・ྔܰ࠷の
ϖϯిܕಈϐϖοτの
開発

3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

医療で༏れた技術を発信する企業͕集 「͏メディカルク
リエーション; し͘· 2���」において、「ピペッティ」は大

試作品のモニターධ価では、「ԕִૢ作で注データを理
できるとศ利」とい͏ҙ͕ݟଟ せΒれた。その実現は容易د͘
ではͳ 、͘発ച࣌にԕִૢ作機能を加えることはできͳ͔ͬた
͕、ࣾでは開発をܧଓし、この度ۙڑ用ແઢ通信技術の
一ͭで͋るBluetooth（ブルートΡース）を載したແઢ式電
動ピペットを商品化した。

オンリーワンの技術を強みに、地元ののͮ り͘企業と࿈
しͳ͕Β、΄͔にはͳい製品を開発・製造している。世界͕ܞ
注目する新技術、新製品を岩手͔Β発信し、地域の産業活性
化を目ࢦしている。

マイクロアクチュエーターとその応用製品の開発・
製造・販売、及び上記製品や技術、製造装置、
評価装置の受託開発等

地域の精密部品メーカーとのネットワークを活用すれ、機能
性やૢ作性に༏れ、গしで作業ෛՙを軽 す͘るピペットを世
にૹり出すこと͕できるのではͳい͔。そΜͳࢥい͔Β、世界
ॳのペン型電動ピペットの開発͕スタートした。

の݁Ռを基に商品化のための仕༷͕ܾめΒれた。
それと同࣌に、量産化に向けてͬߦたの͕、プラスチック製

のᝑ体を作成するための金型製作で͋る。加工を金型化
することで大෯ͳコストダウン͕ਤΒれ、ւ֎製の電動ピペッ
トより低価格でのൢച͕Մ能にͳͬた。

開発開͔࢝Β約ޙの平成 25  �� ݄、ペン型電動ピ
ペット「ピペッティ」の発ച͕開࢝された。ॏさはैདྷ品の約
2ʗ3、バッテリー（単̐形 Ni-MH 電̍ݸ）をؚめて��g。
̍ճの吸入で最大 25 ճの࿈ଓ注や、ペン式によりਖ਼確ͳ
Ґ置にణԼできるͳͲ機能性高い。さΒに、ຊ製のメリッ
トとして、スピーディーできめ͔ࡉいサポート͕Մ能とͳる
でϢーβーへのݙߩ度は高い。

·た、この商品に使Θれている部品の͏ͪ 約ׂ͕̔岩手ݝ内、
これをؚめׂ͕̕東北の精密加工メーカーで生産されたので
めΒれており、地域発の製品を実現した。

をڐճの設計開発では、ペン型とハンドウォーミングで特ࠓ
ਃし、શ体ҙঊとスイッチ部の部ҙঊを出ئ、「ピペッティ」
の商ඪొをਃした。研究開発型企業で͋るࣾは、技術
面のࠩผ化をਤることによる的ࡒ産ݖのҙٛは大きいの͕
͋る。

を受した。Ϣーβー͔Βのධ価高 、͘ͳ͔でࡉ๔採取に
༏れた性能を発شすることは、バイオでධをಘている。

ࣾではޙࠓさΒに製品の性能を高め、研究現場の期に
応えたいとߟえている。
「ピペッティ」の開発で確立された技術は、༷ʑͳへ

生している。その一͕ͭ小型・高ు出ѹを実現したマイクロ
チューブポンプで͋る。ࡉ๔培ཆや医療機器によるༀࡎの精密
投༩、工作機ցͳͲの५ࡎの精密ణԼ、プリンターのイン
クૹӷͳͲ͕Մ能にͳるコントローラーをセットでき、医療用、
工業用ͳͲでの活用͕期されている。·た、ピペッティ同༷
の使い方で、工業用の接ணࡎやオイルͳͲを高精密にృで
きるペン型電動ディスペンサーొ場し注目を集めている。

医療・バイオ

全ての製品は JIS 規格の検査基準に沿った
精度測定検査を経て出荷される。

ペン型電動ピペット「ピペッティ」は
20μL、250μL、1000μLの全３機種。

遠隔操作でのデータ管理を可能にした無線式電動ピペットも商品化。

ピペッティの開発に携わった開発２部
プロジェクトリーダーの千葉英重さん。
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